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◎試合結果 (該当する種別にレ印)
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【審判員】

【戦　評】 記載者:

後は埼玉県のキャプテン２番藤田がスパイクを決め、ストレートで埼玉県が勝利を収めた。

ッターのトス回しが冴える埼玉県がリードを広げて７点差とする。しかし、名古屋市６番

黒野がスパイクにブロックと大車輪の活躍を見せ、中盤で逆転に成功する。互いのチーム

のエースが奮起し、サイドアウトの応酬となった終盤、最後は丁寧にボールをつなぎきっ

た埼玉県が第１セットを先取した。

勢いに乗る埼玉県が、第２セットも強気のサーブで攻める。中盤では埼玉県１番髙橋の

と粘り強いレシーブでくらいつく。ボールの落ちない見応えのあるラリーが続いたが、最

バックアタックもよく決まり、さらにリードを広げる。対する名古屋市も堅実なブロック

サーブから９連続ポイント。このセットから出場した埼玉県１３番櫻井の高い打点からの

　第１セットは、埼玉県２番藤田のサーブから４連続ブレイクのスタート。その後もセ
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戦評用紙

種　別 バレーボール（精神） 会　場 小浜市民体育館
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